
２０１３年デフリンピックアテネ大会 
日本代表女子デフバレーボールチーム 

―候補選手募集要項― 
 

１ 目的  

2013 年デフリンピックアテネ大会における日本代表女子デフバレーボールチームを

編成するため、広く国内の優秀な聴覚障害バレーボール選手を募り、強化育成を図って、

デフリンピックアテネ大会で金メダルを奪還することを目的とする。 

 

２ 対象  

次の要件をいずれも満たすことができる女子選手 

(1) 日本国籍を有し、聴力損失レベルが両耳ともに５５デシベル以上のもの。 

(2) 日本代表候補選手として金メダル獲得への努力を惜しまず、その熱意を有するもの。 

(3) 強化合宿に概ね参加でき、合宿費（年間５万円程度）等を自己負担できるもの。 

＊身長/年齢/バレー暦/手話の可否/身体障害者手帳保持の有無は問わない。 

  

３ 主催及び責任者（責任者経歴は別紙のとおり） 

(1) 主 催  ：JDVA（日本デフバレーボール協会）強化部 

 (2) 編成責任者：JDVA（日本デフバレーボール協会）女子チームＧＭ 大川裕二 

(3) 強化責任者：日本代表女子デフバレーボールチーム    監 督 今井起之 

 

４ 募集人数(第 1 回合宿) 

 ４０人（募集人数を超えた場合は、第２回合宿に振り分けます。） 

 

５ 参加条件 

「２対象」の要件を満たし、以下(1)、(2)の区分に該当する方は、申込み手続きを行えば

参加できます。(3)の区分の方は書類選考を行います。参加の可否は折り返し連絡します。 

(1) 日本デフバレーボール協会から強化指定を受けた選手 

＊2010年７月１５日までに所属チームの監督又は対象者に連絡します。 

(2) 所属チームの監督から推薦を受けた選手 

(3) 自己推薦の方→書類選考を行います。 

 ＊参加申込書に(1)~(3)の区分を記入してください。 

 

６ 2010 年合宿日程 

第１回  8月21･22日  会場：静岡三菱電機体育館（静岡県静岡市） 

第２回 10月 9.・10日  会場：ルネサス関西セミコンダクタ体育館（滋賀県大津市） 

第３回 12月 4･ 5日  会場：ホテルニューオーツカ体育館（千葉県白子町） 

＊ 2011年以降の合宿等予定は長期予定表のとおり（年間６回程度の合宿を行います） 



 

７ 代表決定までの流れ（図１） 

合宿にてバレー技術や精神力、将来性等を考慮して選考を行います。 

(1) 第１回合宿の申込が４０人を超えた場合は、第２回に振り分けます。 

 ＊申込者全員が、第１回または第２回のどちらかに参加できるように調整します。 

(2) 第２回合宿より、協会が招集する選手と参加を認められた選手で合宿を行います。 

(3) 2013年6月までに延べ１６回の強化合宿を経て、日本代表選手を決定します。 

 

８ 申込方法及び提出期限 

同封の申込書又は協会ＨＰから申込書をダウンロードして、以下にＦＡＸ又はＥメー

ルでお申込みください。提出期限は平成２２年７月３０日（金）です。 

申込書は記入例を参考に漏れなく記入してください。 

 協会URL: http://jdva.sakura.ne.jp/ 

ＦＡＸ:０３-３７４５-７６８６（日本デフバレーボール協会事務局） 

 Ｅmail: scania-vabis900swed@ezweb.ne.jp (添付ファイル送付可)   

   

 

９ その他  

(1) 参加が認められた選手に合宿実施通知を送付します。（Ｅメール or FAX） 

(2) バレーボール協会で、合宿にかかる参加選手の交通費を全額負担します。 

(3) 参加者から、宿泊費・食費及び選考料(初回のみ)を徴収します。 

*第１回合宿は１万円を徴収します。 

（内訳/１泊３食付９０００円、事務経費１０００円）。 

 

１０ お問い合わせ 

日本デフバレーボール協会  

女子強化担当 大川裕二 

FAX 03-3745-7686 (24 時間受付可) 

  Email：scania-vabis900swed@ezweb.ne.jp (添付ファイル送付可)  

  ＊PC に自動転送されます。24 時間受付可。  



図１ 日本代表女子チーム決定までの流れ 

  

第３回～第１６回強化合宿 
招集選手：１５名程度 
2012 年 8 月世界選手権    

  2011年8月アジア選手権(予定)

 
第２回合宿３０名：招集選手＋第１回合宿不参加の選手 
第１回合宿４０名：強化指定選手＋参加希望者 

代 表（１２名） 
2013 年６月決定 

 
 


